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令和２年度第１回守口市総合教育会議 
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  令和２年７月２７日（月）午前１０時００分 開会 

○出席者（６名） 

  市長  西端 勝樹 

  教育長    太田 知啓 

  教育長職務代理者 渡邉 一郎 

  教育委員  江端 源治 

  教育委員  堀 俊一 

  教育委員  杉岡 佐緒理 
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◇ 午前１０時００分 開会 

 

○西端市長  改めまして、皆さんおはようございます。定刻よりも少し前

ではございますが、令和２年度第１回守口市総合教育会議を開催したいと存

じます。教育委員の皆様方におかれましては、日頃より守口市の教育行政の

発展に御尽力をいただきまして誠にありがとうございます。 

本日は、コロナ禍の中にもかかわりもせず、皆様方には大変お忙しい中、

御参集を賜りまして重ねて厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

 本日は令和２年度最初の総合教育会議となりますので、どうぞよろしくお

願いをいたします。 

 それでは、早速ではございますけれども議事に入ります前に、令和２年度

初めての総合教育会議の開催にあたり、構成員の一部に異動がありましたこ

とから、改めて事務局より構成員の紹介をさせていただきます。 

○事務局  それでは、構成員の一部に異動がありましたことから、改めて

御紹介をさせていただきます。 

 西端勝樹市長でございます。 

○西端市長  どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局  渡邉一郎教育長職務代理者でございます。 

○渡邉委員  よろしくお願いいたします。 

○事務局  江端源治教育委員でございます。 

○江端委員  よろしくお願いします。 

○事務局  堀俊一教育委員でございます。 

○堀委員  よろしくお願いします。 

○事務局  杉岡佐緒理教育委員でございます。駒田真由美教育委員の御後

任として御出席を賜っております。 

○杉岡委員  よろしくお願いいたします。 

○事務局  太田知啓教育長でございます。 



－3－ 

○太田教育長  よろしくお願いいたします。 

○事務局  御紹介は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○西端市長  それでは、お手元の次第にありますように議題１について、

事務局から説明を受けます。 

○事務局  それでは、議題１の令和元年度の守口市教育大綱に係る取組状

況について御説明させていただきます。恐れ入りますが、お手元のタブレッ

トパソコンに映し出されている「資料１ 令和元年度守口市教育大綱に関連す

る事業の取組状況一覧」を御参照賜りますようお願いをいたします。本資料

につきましては、去る令和２年４月上旬から中旬にかけまして、現大綱に掲

げる令和元年度の取組状況を庁内の各部署に照会した結果を一覧とさせてい

ただいたところでございます。誠に恐縮ではございますが、非常にボリュー

ムがありますことから主なものを御説明させていただきます。 

 まず、施策の方向性、学校・家庭・地域の連携による次代を担う子どもの

育成について御説明をいたします。取組№１－１「安心して子育てができる

環境整備、若い世代や子育て家庭の定住を促進」につきましては、市長部局

において、平成29年４月から所得制限を設けずに０歳から５歳児までの未就

学児を対象に利用者負担額の無償化を実施するとともに、教育委員会におき

ましても、義務教育学校さつき学園設置による小中一貫教育の推進、救急イ

ンストラクター・救命救急講習会の推進、学用品費・給食費等の一部を援助

する就学奨励事業を実施しているところでございます。 

 令和元年度において、幼児教育・保育の無償化サービスを受けた人数につ

きましては約4,810人となっておりまして、令和２年度は認定こども園、保育

所及び子ども・子育て支援新制度に移行していない私立幼稚園を利用する満

３歳から５歳児に係る給食費のうち、副食費相当額について１人当たり月額

4,500円を上限に補助するとともに、令和２年４月から守口市内２カ所目とな

る病児保育事業（病児対応型）を実施しております。 

 次に取組№１－２「学力を伸ばす、一人ひとりの学力の向上と個性・創造

性の伸長」につきましては、教育委員会においては、「主体的・対話的で深
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い学び」の実現に向けた授業づくりについて研究指定を行うとともに、授業

改善・校内研究を推進しております。また、新たな教育課題や新学習指導要

領の実施に向けた研修を実施しています。 

 さらに小学校・義務教育学校前期課程の５年生、６年生を対象とした、土

曜日学習事業を全ての学校で実施、市費による少人数指導等加配教員を各中

学校及び義務教育学校に１名配置し、少人数指導の充実と家庭学習習慣の定

着に向けた支援を実施、学習支援サポーターによる放課後学習教室の実施、

学校司書の配置による読書活動の充実及び学校図書館の整備の推進、ＡＥＴ

派遣事業によりＡＥＴ５名を中学校・義務教育学校後期課程に派遣するとと

もに、英語指導助手派遣「多言語で遊ぼう」等を実施したところでございま

す。 

 また、これらの取組に加え、全国学力・学習状況調査の結果を分析し、各

校に対して指導助言を行うとともに、校長会・学力向上推進教員会議等で効

果的な取組の情報共有や意見交流を行いつつ、校内会議を中心としたＰＤＣ

Ａサイクルによる検証・改善の取組を推進できているというように考えてい

るというところでございます。 

 次に取組№１－３「心を育てる、人権を尊重し豊かな人間性と社会性の育

成」につきましては、教育委員会において守口市立学校いじめ防止対策等審

議会の設置、在日外国人児童生徒交流会講師派遣事業の実施、自立援助通訳

の派遣、スクールヘルパーの派遣により障害のある児童生徒の授業や、行事

への参加等の支援、特別支援教育支援員の配置を実施したところでございま

した。令和２年度も引き続き取り組むものでございます。 

 次に取組№１－４「命を守る、たくましく生きる健康と体力づくり」につ

いては、教育委員会において、校門安全警備事業・ミマモルメの登録助成事

業の実施、体力向上アクションプラン、食に関する指導の全体計画・年間指

導計画を策定し、取組を進めているところでございます。 

 次に取組№１－５「学校力を高める、明確なビジョンを共有した学校経営

と教職員の資質向上」については、教育委員会において学校教育自己診断の
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実施、学校支援員の配置を実施させていただいたところでございます。 

 次に取組№１－６「魅力ある学校づくり、豊かな教育環境の整備」につい

ては、教育委員会において、社会性測定用尺度調査を活用した自己肯定感・

自己有用感を高める取組の推進、系統的な防災教育の推進、防災マニュアル

の継続的な検証・改善、あらゆる場面を想定した避難訓練の実施、事前事後

の学習を充実させた中学校職場体験を実施し、令和２年度以降も引き続き実

施をするものでございます。 

 次に、施策の方向性、つながりとふれあいの推進について御説明をいたし

ます。取組№２－７「人・地域がつながる、子どもを育てる活動・ネットワ

ーク化の促進」については、市長部局及び教育委員会において、青少年育成

指導員の活動を行うために必要となる知識や技能を習得するための講習会や

研修会への参加支援、子どもの緊急避難場所としての役割を担う「こども110

番の家」運動の推進、ＰＴＡ及び地域団体のボランティアや警察等関係機関

によるパトロール活動などにも取り組むほか、地域と学校が連携・協働でき

るコミュニティ・スクールの導入に向けた研究を行う中、各中学校区におけ

る「コミュニティ・スクール推進委員会」の開催をしたところでございます。 

 令和２年度はさつき学園をはじめ、全ての中学校区等に学校運営協議会を

設置し、学校・家庭・地域の連携による教育支援活動等の推進を図ることと

しております。令和２年度も引き続き取り組むものであります。 

 次に取組№２－８「生涯学べる社会をつくる、文化・スポーツを通じた生

きがいのある地域社会の実現」については、市長部局及び教育委員会におい

て、地域間や異年齢間の交流親睦を図りながら、子どもたちが心身ともに健

やかに成長できるよう、青少年育成指導員が中心となって、こども親善スポ

ーツ大会やこども会駅伝競走大会、こどもまつりなどを開催。子どもから高

齢者まで気軽に参加することができるニュースポーツの普及を目的とした講

習会「ニュースポーツを楽しもう」を開催、守口市民スポーツ大会である

「ジョイスポーツもりぐち」の開催。学校施設を学校教育活動に支障のない

範囲で行われる地域団体等によるスポーツ・レクリエーションなどを目的と



－6－ 

した学校目的外使用を実施したところでございます。 

 しかしながら、令和２年につきましては新型コロナウイルス感染症感染拡

大の影響により、令和２年３月に学校目的外使用を一時停止し、守口市こど

もまつりは中止とさせていただいたところです。 

 以上、甚だ簡単ではございますが、議題１についての御説明を終わります。 

○西端市長  事務局からの説明が終わりました。 

 守口市教育大綱は、学校教育・社会教育に関する課題を共有しつつ、協

議・調整を行い、これからの本市教育行政の目標や施策の基礎となる方針を

定めるものでございます。 

 令和元年度の本大綱に係る取組状況につきまして、御意見などがございま

したらお願いをいたします。いかがでしょうか。 

○堀委員  質問を２つさせていただきたいと思います。学力を伸ばすとの

項目でございますが、事業計画のうち民間のノウハウを取り入れた土曜日学

習事業については、３年前から始まったと思いますが、これがなぜ行われた

かといいますと、守口の学力向上を何とか達成したい、そのためには、実態

として学力格差があり、学力の低い子どもたちの底上げをする必要があると

考えられたからです。それから塾に通っている子どもたちもいるし、通えな

い子どもたちもいる。塾に通えない子どもたちに対する支援という目的もあ

ったと思います。それから学力調査などでよく守口が取り上げられている項

目において、家庭でなかなか勉強する時間や習慣が持てていないということ

も踏まえまして、土曜日学習事業が始まったと認識しております。  

その中で、令和元年においては小学校及び義務教育学校前期課程の全てに

広げられて、14校の実績がある。令和２年の取組という内容で、コロナ禍で

難しい状況にあると思いますけど、この全校で実施したものを継続実施する

ということであれば、何らかの成果があると思います。この事業が学校教育

において、学力向上において、非常に成果が見られたから継続ということに

なるのではないかと思います。この事業は市費を活用していますので、これ

を普通は５年だったら５年という期間を区切って、見直しを行い、総合評価
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をして費用対効果が見合うものであったかどうか、もっとほかの方法で、例

えば学力格差とか、家庭学習の習慣だとか、そういう支援ができないだろう

かという発想が出てくるのはいいけど、そこでどういう成果が見られて継続

をなさるのかということが非常に大事なことです。その継続する場合でも、

令和元年の行われた実施されたものと少し改善して、さらにより成果が上が

るように継続させるという意味合いもあると思いますので、その成果につい

てお答えください。 

 それから、私としては５年後の今、見直すべきだというふうな考えを個人

的にはしています。その場合に、その守口の特徴として今度新しい教育大綱

の中に学校の魅力づくりの中にＩＴ化、ＩＴ教育を非常にクローズアップし

て位置づけています。それで例えば、ＩＴを導入して今言った底上げとかい

うことをかなえられないだろうかということでございます。子どもたちのそ

れぞれ一人一人つまずく、または苦手な分野が出てくるわけですね。それに

立ち返って学習を進めることができるということをＩＴ機器を活用してやっ

ていくというお考えがあるのかどうか、これが１点目の質問です。 

 ２点目ですけれども、引き続き大丈夫ですか。 

○西端市長  まず、1点目の質問からお答えいただきたいと思います。 

○事務局  土曜日学習事業の成果につきましては、対象となる児童に対し

てアンケート調査を行っております。例えば国語の勉強が好きである、ある

いは授業の中で挙手ができるようになった、自分の考えが書けるようになっ

たなどのそれぞれの項目がありますけれども、そういった子どもたちの肯定

的な回答が少しずつではありますけれども増えている現状があります。自己

肯定感が高まっていくことで、子どもたちが学習意欲を高めていることがア

ンケート調査から少しずつわかっている状況でございます。令和２年度につ

きましては、こういった状況を単に数値ではかっているだけではなくて、こ

の状況を事業者と学校の職員等が共有することで本来の子どもたちのこうい

った状況を把握して、授業の中にも生かしていきたいと考えています。以上

でございます。 



－8－ 

○事務局  ＩＣＴ教育についてでございますが、本市では、現在ＧＩＧＡ

スクール事業を進めさせていただく中で、児童生徒誰一人取り残すことなく、

最大限に学びを通し学力向上を図るということを目標として掲げております。

委員お示しの学習履歴、いわゆるお子さんがどの点でつまずかれるのかとい

うことも、今後、学校や教育委員の皆様とご相談いたしまして推進してまい

りたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。以上

でございます。 

○西端市長  それでは、２点目のご質問をお願いします。 

○堀委員  ２点目も学力を伸ばすというところで、教育センターが中心と

なっている事業ではございますけれども、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた研究指定、授業改造・授業研究・公開授業の推進というのが挙げら

れています。これに関しましては、令和元年に５回実施され、184名の先生方

が研修を受講され、その成果を自校に持っていって活用させるというふうに

聞いております。 

 そこで質問ですけども、研究指定校は私の記憶では全国学力調査の結果、

全国平均を上回る成果を収めた学校群の中からピックアップされたと聞いて

おります。それ間違いありませんか。藤田小学校だと思います。 

○事務局  研究指定校と全国学力調査での結果との関連ですが、府の加配

事業を活用しましてそれに研究指定を行っていた学校が取組の結果として、

アンケート調査等でも全国を上回るような状況に至ったということで、その

取組の具体化を市内で共有させていただいたところでございます。以上でご

ざいます。 

○堀委員  藤田小学校で間違いないのですか。 

○事務局  大阪府の加配を活用した研究指定校として引き継いでおります

ので、そのとおりでございます。 

○堀委員  そしたら、よつば小学校の先生がおっしゃられていたのですが、

藤田小学校の研究授業、授業公開に参加して家庭学習の重要さを改めて感じ

たと。学校でより良い授業を充実するためには、家庭学習の連携がとても大
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事で、いかに習慣化するか、そういう藤田小学校の発表を私の学校でも活用

したいと考えて実施しています、とのお言葉をいただきました。ここで私が

質問したいのは、令和２年度の事業実施予定についてなんですけれども、そ

ういうふうに令和元年の取組に加え、指定校の授業をモデルとして、ここで

一番大事なのは、市内や各地へ普及できるようにすること。だからそれぞれ

の学校が学力向上のために、課題をもって実績を上げた成果をいかに具体的

に共有財産として、市のそれぞれの学校の財産としてチーム守口として盛り

上げていくかということに尽きるところに着目してもらえると思うんです。

それで、そういうふうに指定校を各学校に広げていく場合の組織づくりとい

うのを、ただ、あの学校がいいからそれで参加した人が吸収して学校のほう

へまたそれを自分のところの実情に合わせてアレンジして、より効果の高い

学力向上に向けての取組というのはよくわかるんですけれども、学校教育課

や教育センターを中心とした組織ぐるみの活動を全体に広げていく、それを

ちょっと大きくしていくということはしないのですか。 

○事務局  今年度、令和２年度の研究指定校につきましては、中学校につ

いては八雲中学校を指定しております。八雲中学校は、教員が小グループで

日々の授業を研究する研究体制が確立されている学校でございます。この学

校の取組を広げるために、当初の予定では６月に授業公開等をして取組を発

信するところでしたが、今回このような状況ですので現段階でやり方を変更

いたしまして、八雲中学校が取り組むような授業をプレゼンテーションのほ

うに取りまとめて、それを夏休み以降に全教職員が視聴し、その取組を知る

機会をつくる予定をしております。 

 また小学校のほうでは、寺方南小学校を研究指定校としております。こち

らの学校は、全教職員が一つの研究授業に向けて一体となって取り組んでい

る学校でございます。具体的には、研究授業をする前に模擬授業を先生方が

子ども役となって取り組み、その取組によって改善すべきところを見出し当

日の研究授業を迎えているということです。このような取組を発信するため、

先ほどの八雲中学校と同様に事前にプレゼンテーションを作成し、予定では
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10月に一応公開研究会を行う予定ですけれども、万が一それができない場合

においても、その取組を全校に発信できるように別の取組を進めているとこ

ろでございます。 

○堀委員  私が現役の頃、10年前ですけれども、いろんなところで学力向

上プロジェクトにおいて、研究授業、公開授業をされている学校は、学力が

やっぱり全国的に平均より上でした。全てがそうだと一概に言えないかもし

れませんけれども、守口でもそういう気運というか、やっぱり学力がだんだ

ん高くなってきているということは感じられますか、印象で結構なんですけ

ど。そういう学校公開とか研究で取り組んで、学校一丸となってチームを組

んでやっている。教員の意識も高まっている。そういうのをちょっと、雰囲

気でいいんですけど教えていただけませんか。 

○事務局  先ほどもお答えしましたように、中学校のほうの研究指定校で

あります八雲中学校は、複数年にわたって、研究指定校として指定をしてお

ります。この学校は堀委員もおっしゃったような、まず教員が子どもたちの

学力を高めるための授業づくりに大変熱心に取り組んでおります。授業研究

をしていると、時間を忘れるくらいというようなことをお聞きしております。

そのような取組が、日々の学校生活の中で生きておりますので、授業参観に

行きましても実際に教員が笑顔で授業できている様子です。また、子どもた

ちが主体的に学び合っている様子も、いつ行っても見られる状況ができてお

ります。 

○西端市長  ほかにございますか。 

○太田教育長  昨年度までの取組と２年度の取組を拝見して、様々なこと

を実施していると感じております。私も事務局の一員として、市長から御理

解と御支援をいただいて、また、教育委員の皆様の御理解をいただいて、こ

れを着実に進めていかなければならないと考えております。今、堀委員から

言っていただいたように、きちんとこの成果を何かあったのかどうかをちゃ

んと、もう少し出していかなければいけない。見える化をしていかなければ

いけないなと思います。事務局でまとめてもらった昨年度の取組、人数とか、
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アンケート結果など、アウトプットは出ているんですけど、例えば、教育大

綱で掲げている知識・技能の習得、思考力、判断力が上がったのかどうかな

ど、もう少しアウトカムが見えないところもありますので、今後２年度の取

組を書くときにもやっぱりＰＤＣＡがきちんと図られるように、今どういう

状態なのかもっと明らかになるようにまとめていただけるといいなというふ

うに思いました。現行の大綱でＰＤＣＡサイクルを確立すると挙げて、次期

教育大綱でもＰＤＣＡを確立できると掲げておりますので、どこがうまくい

ってないのか、そこをきちんと明らかにして、そこを改善していけるように

教育委員会としてもしっかり取り組んでいかなければならないと思いますし、

そういった情報も総合教育会議において共有できるように、成果の見える化

をぜひお願いしたいなというふうに思います。 

○西端市長  ほかにございませんか。 

 ほかに意見がないようであれば、次に議題２、次期守口市教育大綱の策定

についてでございます。事務局から説明を受けたいと思います。 

○事務局  それでは議題２、次期守口市教育大綱の策定について御説明を

させていただきます。 

 守口市教育大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３

の規定に基づきまして、国の教育振興基本計画における基本的な方針を参酌

し、市長が本市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の基本方

針を策定したものであります。 

 本市においては、市長と教育委員会で構成をいたします総合教育会議にお

いて、学校教育・社会教育に関する課題を共有しつつ、協議・調整を行い、

守口市総合基本計画の基本目標や、重点分野に掲げる「教育・子育ての充

実」を踏まえるとともに、教育委員会が策定する教育指針である「めざす守

口の教育」の理念及び基本方針を中心に据えまして、平成28年８月に令和元

年度末までを計画期間として策定をしたところでございます。 

 しかし現在、市の最上位計画である第６次守口市総合基本計画の策定に向

けた作業を行っておりまして、当該計画については、令和３年度を始期とす
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る予定でございます。令和２年度は、総合基本計画審議会における諮問、御

審議及び答申を経て、令和３年２月市議会定例会に計画の基本構想部分を提

出する予定としております。 

ついては、次期守口市教育大綱は、第６次守口市総合基本計画の内容及び

時期の整合を図り策定するほうが、市の施策体系と整合し実効性があり、か

つ、効果的な大綱になるのではないかと考え、令和元年11月20日に開催をさ

せていただきました令和元年度第１回総合教育会議にお諮りをし、現在の守

口市教育大綱の計画期間を令和元年度末から令和２年度末まで１年間延長さ

せていただいたものでございます。 

 それでは、令和３年度を始期とする第２次守口市教育大綱の事務局案につ

いて、その概要を御説明させていただきます。恐れ入りますが、お手元のパ

ソコンに映し出されております「資料２ 第２次守口市教育大綱（案）」を御

参照賜りたいと存じます。 

 「２、策定にあたっての考え方」でございますが、市の最上位計画である

第６次守口市総合基本計画の将来都市像である「（仮）いつまでも住み続け

たいまち守口」を踏まえるとともに、教育委員会が策定する「めざす守口の

教育」を中心に教育に関する理念や基本目標を定めることとしております。 

 次に、「３、期間」でございますが、第６次守口市総合基本計画との整合

性を図るため、総合基本計画における前期基本計画の計画期間と同様に令和

３年度から令和７年度まで５年間とさせていただきたいというふうに考えて

おります。 

 次に、「５、大綱の位置づけ」についてですが、市の最上位計画は第６次

守口市総合基本計画であるということを示すとともに、将来都市像「（仮）

いつまでも住み続けたいまち守口」のほか、まちづくりの目標として掲載し

ております。守口市教育大綱は総合基本計画との整合性を図るとともに、国

の策定する教育振興基本計画を参酌したものであるということを示しており

ます。最後に、守口市教育大綱に掲げられる理念や基本方針を反映する形で

教育指針である「めざす守口の教育」が策定されるということを示している
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ところでございます。この体系は、現教育大綱と何ら変わるものではござい

ません。 

 次に、「７、施策の方向性と基本方針」についてでございますが、２つの

施策の方向性と８つの基本方針を掲げているところでございます。 

 まず、１つ目の施策の方向性である「学校・家庭・地域の連携による次代

を担う子どもの育成」については、６つの基本方針を掲げたところでござい

ます。 

 １つ目の基本方針である「命を守る」については、学校園の内外における

事故や事件、災害や不審者、いじめや児童虐待等から子どもたちを守るため、

関係諸機関との連携を図りつつ、教育相談や家庭児童相談などを通じて、い

じめや児童虐待などの命の危機を未然に防止する取組を強化すること、また

市長公約に通学路の安全確保は掲げられていたことと併せ、通学路に車どめ

ポールや防護柵及びグリーンベルトを設置していることから、これらの取組

について継続して実施することを掲載したところでございます。 

 次に、２つ目の基本方針である「学力を伸ばす」については、過去から総

合教育会議の中においても活発な御議論をいただいているところございます。

本項目については、市政運営方針や第２期守口市こども・子育て支援事業計

画、守口市学力向上プランなどにおいて学力向上に取り組むこととし、それ

に係る施策として土曜日学習事業や大阪電気通信大学との連携による英語教

育に取り組むほか、今後は１人１台学習用端末及び高速大容量のネットワー

クを活用したＩＣＴ教育に取り組むなど、引き続き子どもたちの学力向上に

向けた取組を進めることにより、全ての教科において全国平均を上回るとの

目標達成に向け、着実に取組を推進する旨を記載したところでございます。 

 次に、３つ目の基本方針である「心を育てる」については、人権尊重の教

育及び道徳教育を充実し、社会体験や自然体験、交流活動やふれあい活動等

の機会を設けること、さらに障害者や国際理解に関する見識を深め、人権尊

重の精神を涵養し、子どもの豊かな人間性や社会性を育むため、中学校区で

の連携を一層強化し、指導方法などの研究・実践に係る取組について記載し
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たところでございます。 

 加えて、多文化共生・国際理解への取組として、外国の歴史文化や生活習

慣、他国の環境等への理解を深めるため、総合的な学習の時間等を活用し、

引き続き取り組むことも掲載したところでございます。 

 次に、４つ目の基本方針である「魅力ある学校づくりを推進する」につき

ましては、新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症の流行への対応

についても万全を期す必要があることなども含め、ＩＣＴ機器をさらに活用

し、児童・生徒の効果的な学習を実現するため、１人１台端末を整備すると

ともに、高速大容量回線の接続を可能とする校内ネットワークの整備を実施

し、それらの資源を最大限に活用し、学校教育を推進すること、また守口市

学校規模等適正化方針に基づく取組により小規模校は解消されていることか

ら、今後は、学校の老朽化に係る対応に主眼を置き、計画的な整備・改修を

推進すること、加えて学校は学びの場であるとともに、地域の拠点でもある

ことから、地域に根差した学校として地域活動や災害時における避難所とし

ての役割の充実についても掲載したところでございます。 

 次に、５つ目の基本方針である「地域の力と教職員の自己研鑽で学校力を

高める」につきましては、学校運営協議会が創設されたことから、それに伴

い記載内容の見直しを図ったところでございます。 

 最後に、基本方針６である「安心して子育てができる環境を整備する」に

つきましては、平成29年度から実施した幼児教育・保育の無償化や病児保育

の拡充、子育て世代包括支援センターの設置などにより取り組んできたとこ

ろでございます。 

今後とも養育支援訪問事業や認定こども園等給食補助事業など、保護者が

安心して子育てができる環境を整備しようとするものでございます。 

 次に、２つ目の基本方針である「つながりとふれあいの推進」については、

２つの基本方針を掲げたところです。 

 １つ目の基本方針である「人・地域がつながる」については、学習指導要

領の全面改訂及び学校運営協議会が全面実施されることを受け、記載のとお
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り大きく見直しを実施したところでございます。 

 最後に、２つ目の基本方針である「生涯学べる社会をつくる」につきまし

ては、令和２年６月１日に守口市立図書館が開館したこと、都市農業振興基

本計画が策定され、当該計画に食育が掲載されていることから、そこでの取

組などについても掲載をしたところでございます。 

 以上、甚だ簡単ではございますが、議題２の説明を終わります。 

○西端市長  ただいまの説明について、御意見などがございましたらお願

いをいたします。 

○江端委員  令和３年度を始期とする、この守口市教育大綱は、非常に重

要なものだと思います。細かいことを言うのではなくて、守口の教育はこん

なことをしますということで分かるようなものでないと、私は意味がないと

思います。この大綱の位置づけのこの図がございますね。守口市の総合基本

計画を受けて守口市の教育大綱があるわけでございますが、ここに記載され

ることに何の異論もございませんが、例えば守口の教育とはどんなルールで

すかと聞かれたときに、あまり答えられない。何に特化していますか、何に

力を入れていますかと問われると、なかなか答えにくい。例えば守口の教育

といえば、こうですよと、これが守口の教育ブランドなんだというふうに表

現するならば、さっき堀委員がおっしゃったあるいは先ほどから何度も示さ

れているＩＣＴ教育の守口ですとか、そういうようなほうがわかりやすいで

すね。それから、新型コロナウイルス感染症は、今後コロナワクチンが開発

できれば、一般的なウイルスになっていくと思いますが、また新種のウイル

スが出てきますので、教育界においてもＩＴ機器に対するスキルを高めてい

くということは不可欠な要素であると、私は思っています。教員はもちろん

ですが、受ける側の児童・生徒のスキルも高めないと意味がないので、これ

を僕らが謳いあげていくということは分かりやすいし、ＩＣＴ教育の守口は、

素晴らしいとなれば守口市に引っ越そうかなとか、そういうものも出てくる

可能性もあるわけです。 

 さらに、理念に国際化社会で主体的に行動すると謳うのであれば、その最
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低限の取組として英語教育もありますね。日本全国の小学校において、英語

教育がスタートしましたけれども、どこもやるわけですよね。特に、守口は

英語に力を入れますよとか、そういったことをこの枠の中に入れられたほう

がわかりやすいのではないかなと。単なる一教育委員の意見でございますの

で、決めるのは来年の２月ですが、検討されてパブリックコメントも実施さ

れ、取りまとめていただければと思います。 

○西端市長  ほかにございませんか。 

○堀委員  教育理念というところで、国際化社会、グローバルな社会で主

体的に行動する人間をここに来て育成をするという。そのためには、こうい

う施策を取っているということなんですけれども、基本方針をずっと読んで

いると、例えば１番は学校・家庭・地域の連携による次代を担う、つなが

り・ふれあいを見ても多くの人が子どもたちの教育のために連携を組んで助

け合っていると、守っていく、重ねていく。ここでなぜ、行動する人という

表現をされたのか、例えば主体的に生き抜く次代を担う守口の子どもの育成

とか、焦点化するというんですか。次代を担うであろう守口の子どもたちが

次代を担う子どもをつくる、どうぞこれから守口をそういう目で見てくださ

い、だからそこは人がいいのか子どものほうに焦点を当てるのがいいのか、

ひとつ論議していただければありがたいかな。 

○西端市長  これは企画課の所管ですか。 

○事務局  まず、先ほどいただきました１番の学校・家庭・地域の連携に

よるというところを、地域とのつながりということを前面に出してというよ

うな中で、基本方針の方向性をつくっていけたらいいなというような御意見

ですので、これは当然賜りながらまた案文を作成させていただき、総合教育

会議にお示しをさせていただけたらというふうに考えております。よろしく

お願いいたします。 

○堀委員  住民が未来型の思考になるような、そういうキャッチフレーズ

が良いと思います。 

○事務局  わかりました。 
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○堀委員  ちょっと気になることがあって。現状と課題及び今後の方針の

ところで、これからを担う人間の資質と能力というようなことを文科省が発

信しています。能力というのは２つあって、例えば先ほど英語の話が出てき

ましたけど、英語を話すことができるようになるというのは一つの能力です

ね。それともう一つの能力というのは、これからの文科省が力を入れている

キーワードなんですよ。それは幼児教育からずっと続けて一貫して小中高の

学校へ、特に学校園までつなげてやっていく。特に力を入れなければならな

いのが、社会で生きていく力、要するに好奇心とか自己抑制力とか、もう一

つ人間力、頑張る力とか、そういうのをもう一つの学力、個人的な学力では

なくて社会でつくり上げていく学力というのがこれからのメジャーなんです。

その場合、ここに自己肯定欲だけだったら日本というのは問題な感じがする。

大和魂というかそういう精神面というのを、これから次代を担う子どもには

何らかの形で精神を鍛えていくという、だから自己肯定感だけではなくて自

殺のアンケートをちょっと調べていくと、どういう力を持っている子が自分

の自殺を抑制できるかというのは、自己抑制力と自己肯定感の２つ。自己抑

制力というのをキーワードに入れていただけたら、自殺を思いとどまる力を

もうちょっと強調する必要があるというふうに思います。 

○西端市長  ほかにございませんか。 

○渡邉教育委員  先ほどから話題になっていることと重複する部分がある

のですが、新型コロナウイルス感染症感染拡大により子どもたちが学校に行

けない、したがって今まで具体的にやってきた教育の形が展開できないとい

う状況になってはじめて、ＩＣＴ教育といいますかコンピューターを守口は

進んで導入してきている経過はあるものの、それでも追っつかないぐらいに

取り組んでいかなければいけないという状況になってしまったということに

よって、全国的にもこれらにもそういう方向でなくてはならんということで

動き出したということがあるのですけれども、何となく少し先に進んでいれ

ばいいというような感じで取り組んできたようなところがあるのではないか

というふうなことを感じました。なぜそんなことを申し上げたかというと、
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実は東日本大震災のときに被災した学校の先生方とか、あるいは保護者の

方々と話をする機会があって印象深かったのが、従来はこうでした、最近は

過去に例がないとか100年に一度とか、そういう話がいっぱいありますけれど

も、予想しなかったようなことが起こって対応できなかったという話が出て

きて、ただやむを得なかったんだみたいな感じのものがどうしても散見され

る。そういうことが結構あって、まあまあある程度は考えてはいたけれどこ

こまで大変なことだとは思わなかったという感じで、結果的にはちょっと手

はつけていたけれども全然役に立たなかったということが最近あるように思

います。そういう意味で、例えば、コロナのこともそうです。したがって、

コンピューターなんかも導入してそれを有効に生かして、学校に出てこられ

なくても授業は確保できる、きちんと子どもたちを育てることができるとい

う体制まで考えて、一挙にそこまで行かなくても行けなくても、そういうこ

とを想定して考えていく、段階的に、というような形でなくてはならんのか

ということを強く感じました。例えば、安全云々の問題に関わってくるので

すね。東南海の地震がどうとか、ああいう話がいっぱい出て心配して、杞憂

になるようなことを心配してあれこれ言うのはどうだという意見も当然ある

のだけれども、やはりそういうことというのはあり得ることだというふうに

思って、そのときにはどうするべきか、そこで一挙に行けなかったら段階的

にそれに向かってどうすべきかという考え方をしないと、どうも追っつかな

いような気がして、最近起こったことに対して対応していくという考え方で

はなくて、一番最悪というか一番厳しい状況に向けて一挙に行かなくても、

それを見通した形で段階的に計画を立てていくというスタイルでないと、ど

うも対応できないような状況になってきているかなというふうに思います。

そういう意味で、我々今までの経緯を踏まえて、一歩前進、二歩前進みたい

な形でずっと考えていくというのは地道なやり方ですから、それを否定する

わけではないのだけれども、とにかくどこかでもう少し先を見透かしたよう

な考え方、そういうものも持っておかないと現実の問題として起こってから、

対応できなかったということになるということを最近体験しつつありますの
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で、そういう考え方というのは持ち続けておかないといけないということを

痛感しています。そういうことを意識していったからどこまでできるかとい

うのも、予算も伴わないとできないこととかいっぱいありますから、ですか

らなかなか難しいけれど常々意識しておくということが大事だというのは、

この際我々改めて自覚をしておくということが必要なのではないかというこ

とを感じました。感想みたいなことですけれども、そういう視点も持ちつつ、

こういうのをこれから見直していくという必要があるだろうというふうに思

います。 

○西端市長  ありがとうございました。 

○堀委員  具体的な部分ですけれども、教育大綱の中に守口の大きな課題

である学力向上の部分なんですけれども、この一つの中にＲ－ＰＤＣＡサイ

クル、先ほども教育長がおっしゃってましたね、ここら辺のところが見えて

こない。私が全国学力・学習状況調査が始まった頃に指導していたことです

けど、今は大分変わっているかもしれませんけど、目に見えて学力が向上し

たというその場合のＲ、いわゆる調査のどこに中心を、どこを拠点にしてＲ

というのを把握するのかということがとても大事なんですよ。その場合に、

教育センターが中心となって指導を方向付けされていますけど、教育センタ

ーが中心になられた方が今までの流れからいくと一番納得するとこなんです

けど。まず、全国学力調査、学習状況調査はいつやるんですか。４月か、今

はコロナだから来年まで延ばすとか言っていますけどね。４月にやると、そ

うしたら先生方の手元にその結果はいつ届きますか。８月ですよね。その８

月までに、何をすればいいのかということが大切です。ここをどうするかに

よって、学力向上に結びつくかどうかが決まります。守口は新学習指導要領

について、先生方に研修会を開いて浸透しているから、状況が違うかもしれ

ませんけど、学習指導要領が何を狙っているのかということが、実感として

先生方がわかっていらっしゃるのか。一番わかる方法は、何で全国学力・学

習状況調査を国がやるのかということは、文科省が狙ってる学習指導要領を

決定させる意味合いです。その場合に、何をどうすれば先生方にすとんと落
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ちて意識ができるか。一番いいのは、全国学力調査の問題を先生方全員に配

り、まず、先生自らに解いてもらいます。そうしたら違ってくるんですよ。

どういうことが違ってくるかというと、今求めている国が言うところの学力

というのは、こういうことは大事なんだなということがまずわかってくる。

問題をきちっと教師が解くこと。それからもう一つは、なぜこういう問題を

子どもたちが解かなければならないのか、こんなの解けるのか。私なんかが

解いていくときは、例えば問題が書いているんですね、どう考えて解決に至

ったのかということを文章で述べるときもあるんですよね。非常に難しい。

それから問題の量、問題をずっと読んでいって問題を解く過程がいろいろな

情報で変わってくるんですよ。問題を読む力がないとね、まず解けません。

だから、読解力が大事だということが結びついてくるし、授業の中で自分の

考えたことをいかに自分の言葉で表現するかということが大事になってくる

し、それについて先生方が認識していれば授業の内容も変わってくる。 

 それから２つ目は、８月までに何をするかというと、子どもたちが解いた

ものをコピーし、先生方で採点するんですよ。国の結果を待つのではなくて、

自分たちで採点する。そうすると、ここの守口の子どもたちはどういうとこ

ろに課題があるのかを把握する。それは実際、守口はしっかりやろうとして

います。どういうことかといいますと、守口市学力向上プランというのを見

させていただくと、全国学力学習状況調査によって見えてきたこととして、

例えば理由、知識・技能を活用して思考力・判断力・表現する力に課題があ

る。だから、知識・技能を習得するだけではなくて、それを活用するところ

がもうちょっと授業の場面としてしっかりすべきだということを記載してい

ますね。 

 それから、与えられた条件に合わせて理由や考えを整理して書く力をやろ

う。書く力を授業の中でしっかり取り入れなさいということを記載している

んですよ。実際やっているかどうかが問題なんですけどね。この前にも私は

藤田小学校に行った。全国平均よりも算数の平均点が高かった。それは算数

の授業の中に、書くことをものすごく取り入れている。それも、１年から書
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くというところに焦点を絞られて、学年ごとに書く目標を設定し、継続的に

ノート指導をチーム学校として実践されている。１年生からしっかり書く。

それを家庭学習でも行われている。お母さんがコメントをやっているんです

ね。すごいですよね。こういうのを何で今までやってないのかと思うんです

よ。 

 もう一つ気になるのが、例えばここで漢字・計算等の知識・技能の習得に

課題があると記載されていることです。まさしく、漢字と計算ができなかっ

たら、毎日のトレーニングが必要になってきます。だからそういうものの基

礎学力をつけるためのアクションをどう起こすかということが大切です。 

また、この全国学力調査の過去問を教材化して、つまずきのあるものを教

科書の単元の中に入れていくのですよ。そうすることで、つまずきを把握し、

授業改善を行うことによって、より確かな力がついてくるのです。だから、

大事なことは８月までに国からくる結果を待つのではなくて、子供たちのつ

まずきを把握し、それぞれの学校はそこでどうするのか。６年生から中学に

進学するのですね。守口は小中一貫です。小中一貫の強みを活かして、６年

生でそういうリサーチして、全国学力テストでリサーチして、こういうとこ

ろが弱いんだということだったら、中学に進むまでに、放っておくのでなく、

補充的な学習というのをカリキュラム化して指導していきます。そういうも

のが見えてくるようにしなければならない。 

 それからもう一つは、１年から５年生ぐらいまで何をするのかというこ

とですね。全国学力調査というのは、５年までに身につけた力が本当に身に

ついているかどうか、というのを調べるためにやる。１年から５年までの積

み重ねです。漢字とか計算に問題があるのでしたら、やっぱり基礎学力とい

うところの診断テストをすべきなんです。だから、守口全体で、前回、前の

教育長が３年後に守口市独自で、大阪府独自でなく試験をするみたいなこと

を言ってましたけど、大阪府の試験で本当に守口があうかどうか非常に疑問

で、守口市独自のものをそこに教育センターが中心になって、各学校の代表

を集めて問題作成するような議論をするべきです。そのときに大事なことは、



－22－ 

単元ごとのフォーマットどおりきちっとどこまで一人一人到達しているのか

ということを把握する基礎学力の守口の学習診断テストをぜひ12月にやれば、

より確かな学力が把握できるのではないだろうか。そうすると、守口市の学

力診断テストをきちっとやったとすると、そうしたら２月に何をすべきかと

いうと、１年から５年まではそれをやって、６年は中学に向かうまでの補充

というわけですね。そして５年生は２月に、来年の４月に全国学力調査に向

けて取り組みます。要するに過去問の教材を集めてそこで対策をする。そう

いうことをしなかったら、あの問題を解けと言われても、普通のお勉強をし

ていて授業を受けても絶対解けません。一回あの問題を読もうと思ったらも

のすごく忍耐力がいるんですよね。だから、家庭学習が何で大事かというと、

机に向かう、机に座っている力がいる。机にじっと30分以上座れなかったら

あんな問題読めませんよ。それで学びに向か力をつけるんですよ。だから、

ただテストの点数を上げるだけではだめだということを先ほど教育委員のほ

うからおっしゃっていて、確かにそうです。私は前の教育長に言うたんです

けど、これだけの学力向上プランができて、この学力向上プランを実践して

実績を積んだら絶対学力上がるんですよ。だから私は、絶対上がりますよと

いったのです。ただ、それをどう顕在化するのか、要するに視覚化するのか。

Ｒ－ＰＤＣＡサイクルをどういうふうなことで回していくのか、そこが見え

てこなかったら学校に見えるようにプランナーを立てたらいいんですよ。だ

から顕在化させるんです。だからやっている方向性は間違いない、絶対に学

力が上がる。点数ばかりにこだわらないから私は守口大したもんやと思う。

点数だけで計れる世の中で、人間の価値は判断できない。だからその地域ぐ

るみで育てるとか、今言ったようにそこで人間力を養っていくのが、これか

らの次代を担うのに大事なテーマ。やっぱりしっかりと謳ってほしいと思い

ます。 

○西端市長  ありがとうございます。ほかにございませんか。 

○江端委員  先ほど堀先生、ＩＴのことをちょっと言いましたが、市長が、

ＩＣＴは非常にお金がかかって困ると思っておられたらいけないので、最新
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機器を買い揃える必要はないと思う。むしろあるものを使って、使いまわす

ということが大切です。しかし、それをしたとしてもそれなりにお金はいる

と思います。 

○西端市長  ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございました。 

 この総合教育会議は、学校教育・社会教育に関する諸課題について協議・

意見を交換する場です。せっかくの機会ですので、本日の議題以外で幼児教

育、放課後施策など、幅広い御意見を出していただいたら結構かと思います

ので、何か御意見がありましたらどうぞよろしくお願いいたします。 

○太田教育長  報告ですが、総合教育会議の大綱を含むということと、も

う一つ、児童・生徒の生命に危険が生じた場合について措置を講ずるという

ことも総合教育会議の目的に掲げられております。昨年度、守口市の小学校

で児童のいじめの重大事案が発生しました。その後、教育委員会の調査も行

いましたが、改めて第三者委員会を設置して進めている状況であります。６

月１日から第三者委員会が設置されて、児童・生徒・保護者へと聞き取りな

どの調査を行うなどで、今後、事実の把握とともに学校、教育委員会の取組

についても検証を行っていくことになっておりますので、また次の会議で御

報告をさせていただきたいと思っております。以上です。 

○西端市長  ほかにございませんか。杉岡委員何かございませんか。現場

のことに関して。 

○杉岡委員  堀委員もおっしゃったのですが、自殺の問題がすごくこれか

ら増えるのではないかなと懸念を持っています。周りの人が気づいてないの

に、心を痛めて自殺するというパターンもこれからどんどん増えていくので

はないかな。その辺をやっぱり先ほど大和魂という発言もありましたが、心

を強く育てていく自殺のない社会にしたいなと思っているので、子どもの痛

めた心のケアと周りの見えないところをどこで相談を受けるかみたいな取組

も、少しずつ考えていただけたらなと思います。あと、地域の問題として、

学校の周りに見守りの声かけをしてくださっているおじいちゃんとかおばあ

ちゃんがいるんですけど、なかなか年齢的にきつくなってきて人数もすごく
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減ってきて、次にやって下さる世代の方がいらっしゃらなくて、どの地域も

多分苦労されていると思うのですが、この間テレビを見ていて、犬の散歩を

しながら見守り犬として、散歩をする時間にちょっと校区内を回ってもらっ

た時にわんちゃんが目印になる、防犯につなげるという取組を紹介されてい

たので、例えばこういった形で地域の防犯につながるような形が取れればい

いなと思っていたりもしています。 

○西端市長  ほかにはございますか。 

○太田教育長  いろいろ御意見をいただきました。この教育大綱は丁寧に

まとめられていて、今後の大きな教育の方向性と教育委員会だけではできな

い施設全体のことの関係性なんかもうまくまとめていただいたと思っていま

す。今ごらんのとおりコロナで本当に教育のあり方自体も大きく変わってき

ております。委員からお話が出たようにＩＣＴ教育ももっと推進していくと

いうことをもう少し大綱に入れさせていただいたり、家庭学習への支援とか

といったことも出てくるでしょうし、これからまた新たな感染症ですとか災

害とかで学校が休業せざるを得なくなったときに、学校はどういうふうに今

度は柔軟に一度結果を見直して、教育力を維持するかということも問われた

りすると思います。さらには大綱にもちょっとキーワードを入れさせていた

だいて、さらに具体的な施策については、教育委員会で策定するめざす守口

の教育というものもあります。こちらのほうに、先ほどからご指摘のあるい

じめとか、子どもたちの心身の絆とも具体的に書いていけたらなというふう

に思っております。ＩＣＴは非常に御支援いただいておりますが、これから

はＩＣＴは本当に必須アイテムになってきて、なくてはならない道具になっ

てきました。これをいかに子どもたちが使いこなしていけるかということを、

教育の大きな柱にしていかなければならないなというふうに、先生方の話を

聞いて強く感じましたので、取り組んでいきたいと思っております。 

○堀委員  今の教育長の話を聞いて全く同感というか、これからの未来を

支える動きになると思うんですけど、要するにＩＣＴ教育を活用して教育を

高めていくというここまではいいんですけど、それを可能にするためのここ
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はハード面は非常にいい、校舎を見ても施設も素晴らしい。ソフト面のとこ

ろですね、やっぱり学校の先生だけではどうしてもできないトラブルがたく

さん出てくるんですよ、そのＩＣＴを使うときに。そのときに、わかりませ

んけど、その例えば企業さんの力を借りるとか、大学さんのお力を借りると

か、そういうような広域力と連携して組織をつくっていってるところは、割

とサポートがしっかりするんです。だからＩＣＴの守口と言うんだったら、

人材を入れていただいて、学校教育だけじゃなくて、連携して対応できれば

と思います。 

○西端市長  ほかは、いかがですか。今日の貴重な意見、委員の皆様から

いただきまして、今回の教育大綱は第６次守口市総合基本計画に入れていた

ということでございまして、これまでわたしもＩＣＴの導入にかなり理事者

側も教育委員会と併せて、力を注いでいたつもりではありますけれども、先

ほど渡邉教育長職務代理者からも話がありましたように、今回、コロナ禍の

中でこのＩＣＴが本当に生かされたのかということもあって反省すべき点で

はないかなと思います。 

 先ほど江端委員からも発言ありました、今回のコロナはいつかの時点では

終息しますし、しかしまた次の新たなウイルスが出てくるとも限りませんの

で、しっかりと方向性を見据えた上でしていかなあかん。そしてまた、堀委

員のこの守口の教育レベルを上げるのにどういうふうな形でやっていかなあ

かんという貴重な意見もいただきました。 

 しかし私は、江端委員からもありましたように守口市で特化して、これま

ではＩＣＴ教育と土曜日の塾をして、いかにこの大阪のレベルの中に近づい

ていくかと、４３市町村のトップを目指していくか平均を超えるというぐら

いのことですね、今までは。しかし、このいつまでたっても一定レベルが上

がらないというような状況やったら、私は見直す時期も来るのではないかと

思います。教育レベルを上げる、上げると言うばかりで、実情としては上が

らないというような現実でしたら、それも見据えた現実的な対応も考えてい

かないといけない。また、それと併せて、江端委員がおっしゃったように、
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何かで特化してこの５年間やったら５年間をやると。そのおかげで市民もこ

の守口の教育について、我々も賛同できるからこの守口に引っ越してくると

いうぐらいのことをしないことには、今回、教育大綱を策定し、今後はパブ

リックコメントもしていただくんでしょうけども、やはり私は、そういうこ

とをせんことには今までと同じようなことをしていくだけでは駄目だと思い

ます。ＩＣＴ機器については、全国津々浦々、国の支援を利用して、守口市

も含めて導入していきます。これはもう他市町村も同じような状況になると

思いますので、もちろんＩＣＴもしっかりとこの教育の理念にのっとってし

ていかないといけませんけど、いつまでも同じことでこの守口の教育を上げ

るのがどうだという議論ばかりで実際には何も上がってないという現実の姿

も直視しないといけないと思います。今回、この第６次総合基本計画に合わ

せては、何かに特化して一回やってみるかというようなことも皆さん御意見

を伺いながら、守口の教育はこれやということを大々的に打ち出していかん

ことには、ただ単に教育レベルを上げると言っても結局は成果が上がらなけ

れば意味がないです。全体的な底上げは、これは教育委員さんが一生懸命や

っていただいておりますが、まだまだそこのレベルまで届いておりませんの

で、いつかの時点で、割り切るところは割り切らないと駄目だと思います。 

○太田教育長  先ほどからの話の中で、学力を上げますとのやや抽象的な

話をしてますので、学力のどの部分が弱いのかということを見える化して、

そこは成果として上がりましたというのをちゃんと見える化していかない限

り、皆様の信頼というのはなかなか得難いと思いますので、もう少し全国学

力テストや大阪府チャレンジテストだけではなくて、普段の子どもたちの学

習評価も含めて、こういったところが弱くて、守口の子どもたちは実は様々

な背景があって、学力も含めていろんな課題があります、だけど、学力向上

の取組によってこれだけは伸びますというようなものだったり、あるいは大

阪府のチャレンジテスト、全国調査で平均点が50点に至らなかったですとい

う子どもたちをそのままにするのではなくて、例えばそれがさっき堀委員か

らお話もあったとおり、その結果に基づき、ちゃんと授業を改善して、３月
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には守口の子どもたちは全員できるようになりましたといったような、きち

んと数字で見える、もちろん見えないところもありますけど、学力のここと

ここは指標化しますというのは、もう少し明らかにして、それが取組の成果

としてちゃんと上がっていることをもっと可視化していかなければならない

だろうと思っておりますので、そういったものをきちんとやっていきたいと

思います。まずはちゃんと現状を把握してといったことを明らかにして、市

役所だけではなくて市民の皆さんにもこういった情報を提供して、御理解を

いただきながら取り組んでいくようにしていきたいというように思います。 

○西端市長  この間も、基金で英語教員を雇っているのは何の基金でした

か。 

○事務局  人材育成基金でございます。 

○西端市長  それで今、各２人ぐらい各校に派遣してきてもらったんかな。

そういうことも、それやったら守口市は、外国人講師をスポット的に派遣し

ていますけど、これをやめて小学校から全部１時間でも授業を取って、毎週

外国人講師に来ていただいて、それで国際的な守口市にするということで何

かそんな目玉いっぱい考えていかないとダメだと思います。皆さんで考えて

いただいて、それを特化してやっていくと、守口は語学に堪能やということ

で守口に住んでみよかというようなことになるような教育をしていかないと

駄目だと思います。 

○堀委員  中国のいわゆる文科省では、教員に差があるんですよ。この教

員はこのランク、この教員はこのランクみたいに。一番上の働く人間はみん

な憧れで、その人が例えばデジタルやったらそこで模範の授業をやる。その

やり方を各学校に広げていく。例えば、英語と言うんだったら人材をしっか

り確保しなかったらいけない。やるならば、時間と人と投入して特化しない

とできない。英語やったら英語が効果的に学習できるようなプランニングを

していかないといけない。例えば、文科省は３年生からですけれども、守口

は１年からやりますよ、ということだと、それのプログラムが必要ですよね。

やっぱり人的な配置と将来を見据えた国際的展望が必要です。単に課題の見
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える化だけでやっていくのことは難しい。 

○西端市長  そうですね。よろしいですか。ほかに意見がないようでござ

いますので、議題３の今後の策定スケジュールについて、事務局から説明を

させていただきます。 

○事務局  それでは、今後のスケジュールについて御説明をさせていただ

きまして、恐れ入りますが、資料４の守口市総合教育会議のスケジュールを

御参照賜りたいと存じます。 

 本日、資料にも記載がありますとおり、第１回総合教育会議を開催し、御

意見をいただいたところでございますが、本日の御意見を大綱案に反映をさ

せていただきまして、８月下旬に第２回総合教育会議を開催し、修正後の大

綱案を御確認賜りたいと存じます。その後、第２回総合教育会議でいただき

ました御意見を再度大綱案に反映し、それを最終案といたしまして11月から

12月にかけてパブリックコメントを実施させていただきたいと考えておりま

す。その際は、事前に最終案となった大綱案を委員の皆さんに送付をさせて

いただきますので御確認を賜りますようお願いいたします。 

 その後、いただいたパブリックコメントを反映した大綱案を来年２月に開

催予定の第３回総合教育会議において御確認をいただき、第２次守口市教育

大綱として確定をさせてまいりたいと存じます。以上で御説明を終わります。 

○西端市長  今の説明について、何か御意見ございませんか。大丈夫です

か。 

 ないようでございますので、本日の総合教育会議はこれで終わりとさせて

いただきたいと思います。本当に貴重な意見ありがとうございます。今後と

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇ 午前１１時３０分 閉会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 


